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設置主体 度数 （%） 学技種別 度数 ｛%） 入学定員 度数 （%｝ 所在地 度数 ｛%） 
国立大学法人 7 (3.η 四年制大学 71 (37.6) 50人以下 51 (27.0) 北海道地方 8 (4.2) 
公立公大立学大法学人・ 5 (2.肪 繍否tlr o1 (35.4) 51人～100人 72 (38.1) 東北地方 19 (10.1) 
学設法人 156 (82.5) 高Sirc専 37 (19.6) 101人～150人 30 (15.到 関東地方 48 (25.4) 
その他、無回答 21 (11.1) その他、鋸回答 14 (7.4) 151人以上 24 (12.7) 中部地方 30 (15.9) 
その他、無回答 12 (6.3) 近鶴地方 37 (19.6) 
中国・田園地方 20 (10.6) 
九州地方 15 σ．到





















































表2 子育て支援活動の実施実態（N= 189) （複数回答）
項目 度数 （%） 
1.親キ子ャがンパ自由ス内につでのどいfひ、ろ交ば流Jが型でき（常る盤喝でを専提属供スしタてッいフるを）有する｝ の子育て支援活動の実施 （例えば、 38 (20.1) 
2.活キ動ャ、ンパ異ス世流宵で・の地域f教交室流J、型サのマ子ー育スてク支ー援ル活な動どのの実実施施）（例えば、 親子の遊びの教室、 ものづくりの 66 (34.9) 
3.キャンパス内での「鑑賞・発表会j型の子育て支援活動の実施（倒えば、音楽会や人形劇の観賞など） 48 (25.4) 
4.キャンパス内において親を対象とした子育て・発遺等の相蹟宣の股置 33 (17.5) 
5.キどのャ踊ンパ習会ス内なにど）おいて親を対象とした諦習舎の実施（例えば、親を対象とした発遣や憧康、 難聾な 27 (14.3) 
6.特に取り組みは行っていない 50 (26.5) 
7.その他 11 (5.8) 
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度数 （%｝ 度数 （%） 度数 （%） 
一部の教員が個人的に行っている (2.6) 5 (7.6) 4 (8.3) 
学て科行っ・専て攻い等るで組織的に行ってはいないが、 複数の教員が協働し 10 (26.3) 9 (13.同 8 (16.7) 
運主体営 学科・専攻等で組織的に行っている 。(0.0) 23 (34.8) 22 （必.8)
学内にセンタ一帯を股置して学校全体で組織的に行っている 21 (55.3) 8 (12.1) 3 (6.3) 
その他・無回答 6 (15.8) 21 (31.8) 11 (22.9) 
1年～2年 5 (13.2) 8 (12.1) 7 (14.6) 
3年～5年 12 (31.同 25 (37.9) 12 (25.0) 
期開設間
6年～9年 15 (39.5) 22 (33.3) 12 (25.0) 
10年～14年 4 (10.5) 6 (9.1) 2 (4.2) 
15年以上 。(0.0) (1.5) 8 (16.7) 
無図書 2 (5.3) 4 (6.1) 7 (14.6) 
はい 3 (7.9) 13 (19.7) 3 (6.3) 
参の加有無既 いいえ 33 (86.8) 49 (74.2) 39 (81.3) 







度数 （%） 度数 （%） 
教員 31 (81.6) 20 (52.6) 
学部生 17 (44.7) 24 (63.2) 
大｛事学務等職のな職ど員） 10 (26.3) 6 (15.8) 
議資格Z者r鳴諸島簡等の有 11 (28.9) 11 (28.9) 
有資｛保棒給育者の士非）・常幼勤稚保園育教者輸等の有 14 (36.8) 16 (42.1) 













①活やいに動運関るの営わ企なっ画てど ②直どっ接ても親いと関やる子わ ①活やいに動軍関る営のわ企なっ画てど ②直ど接も観と関や子わ
っている
度数 （%） 度散 （%） 度数 （%） 度散 ｛%） 
62 (93.9) 51 en.a> 35 (72.9) 28 (58.3) 
39 (59.1) 54 (81.8) 30 (62.5) 33 (68.8) 
(1.5) 13 (19.7) 12 (25.0) 9 (18.8) 
(1.5) 6 (9.1) 4 (8.3) 4 (8.3) 
4 (6.1) 7 (10.6) 3 (6.3 5 (10.4) 














1.取得できる 2. 取討得中の方向で検 3.取得できない 無回答
『ひろば（~＝3型0の）活動 度数 10 18 
（%） (33.3) (3.3) (60.0) (3.3) 
「教室（~＝型61の）活動 度数 30 4 26 
（%） (49.0) (6.6) (42.6) (1.6) 
f観賞・発｛表N＝会3~）型の活動 度数 13 1 23 
（%） (34.2) (2.6) (60.5) (2.6) 
(N全＝1体29) 
度数 53 6 67 3 
（%） (41.1) (4.η (51.9) (2.3) 
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もと自由にかかわる」（x 2 (2) =22ムp<.01）、「3.
親と自由にかかわるJ( x 2(2) =19.1,p<.01）、「4.










































学1.・観主と察して見 2に．か子かどわもると自由 3か．わ親ると自由にか 4わじ．める役決割めをてあからかか施5プ．ロ支グ撮ラ者ム主を導実の
fひろばJ型｛Nの＝活30動J度%散 14 お 24 12 お
(46.7) (86.7）・ (80.0）” (40.0) - (76.7) 
f教割守録脅て？ 6 48 41 42 37 (9.8) (78.7）・ (67.2) (68.9）” 何0.η
f観賞・発表会j型【Nの＝活38動｝度o/c数 15 12 19 31 
(2.6) (39.5) - (31.6）・ (50.0) 但1.日
訴度散 21 89 n 73 91 
(N= % (16.3) (69.0) (59.7) (56.6) (70.5) 
x 22.5合． 19.1” 7.8・ n.s. 




ほ1'全員II＃加 3分の1以上の隼生II＃銅 留ーの等生が＃加 多却していない 費量回答
g『ひのろ活ば勧J 『敏の2活1動IL 『表鑑の会賞活j:e章型『ひのろ活It.動J 『敏の2活1動型『S錨Eの会慣活j動－盤R 型『ひのろ活ば動』r1のta活1動型『康鑑の食賞活j動・z鋸I 砲『ひのろ渇It.勘J 『厳の重沼j崎Ii f夜SのE会貧活j動・g宛 型『ひのろ活ば動J r1のE重活j動l 『夜鑑の会賞活j動・g宛
: (%) : (%) 2附 = (%) E附 E附 E附 g附 = (%)= (%)E附 g附 = (%) g附 g側
t年生 0 (0.0) 5 (19.2) 3 (25) 。（0.0) 0 (0.0) 1 (8.3) 7 （鈎.3)8 (30.8) 3 (25.0) 5 (41.η 9 (34.6) 2 (16.7) 0 (0.0) 4 (15.4) 3 (25.0) 
固文年学制 2年注 2 (16.η 6 (23.1) 4 (3.3) 0 (0.0) 3 (1.5) 2 (16.η 8 （肱η 9 (34.6) 4 (3.3) 2 (16.η 6 (23.1) 1 (8.3) 。（0.0) 2σ．η 1 (8.3) 
3~生 1 (8.3.0) 3 (1.5) 2 (16.η 2 (16.η 8 t鈎息｝ 3 (25.0) 7 (58.3) 12同.2)5 (41.η 2 (16.η 1 (3.8) 。（0.0) 0 (0.0) 2σ．η 2 (16.η 
4年金 3 (25.0) 4 (15.4》1 (8.3) 。（0.0) 3 (1.5) 1 (8.3) 8 （凪η 8 (30.8) 5 (41.η ’（8.3) 6 (23.1) 2 (16.η 0 (0.0) 5 (19.2) 3 (25.0) 
修短学期・専S大E t年生 5 (35.η 14 (48.η 10 (45.5】2 (14.3) 1 (3.3) 0 (0.0) 2 (14.3) 10悶 .3)5 (2.:η 4 (28.6) 3 (10.0) 2 (9.1》 tσ 2 (6.η 5 (22.7) 
2j事生 5 (35.η 12 （・仰 8 (36.4) 3 (21.4』2 (6.η 4 (18.2) 5 (35.η 1 (36.η 7 (31.8) 1σ.1) 2 1s.・η 2 (9. 。（0.0) 3 (10.0) 1 (4.5】
「ひろば」型の活動：四年制大学 N=l2，短期大学・専修学校N = 14 「教室」型の活動：四年制大学 Na26,
短期大学・専修学校N:a: 30 































表 8 活動後のふりかえりについて (N .129) 
1. ほとんど 2.必要に応 3.一定の煩 4.毎回行つ その他・無回じてときどき 度で行ってい行っていない 行っている る ている 筈
1.学合生い同を士仔がう活動後に実践をふりかえる話し 度%数 20 30 14 50 15 
(15.5) (23.3) (10.9) (38.8) (11.6) 
2. 学か生えとる教話員し合・保い育を者行がう活動笹に実践をふり 度%数 15 28 17 60 9 
(11.6) (21.η (13.2) (46.5) σ.0) 
3.学こ生とがを活記動録笹すにる実践のエピソー ドや学んだ 度%数 21 18 9 72 9 
(16.3) (14.0) σ.0) (55.8) σ.0) 
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a 4. ：，屯 ~－：， フ聞でそれぞれの蝕副司E担えるよう艇な・






















































① fひのN活ろ＝2動ば9J 型 ②「樹N=59齢 ＠会j『観N型＝賞の37・活発動表 F値
M SD M SD M so 
1.実践の中で学ぶ姿欝をもつことができるようになる 4.66 .48 4.68 .60 4.54 .51 
2.自分の活動をふりかえることから気づきを得ることができ 4.66 .48 4.56 .70 4.16 .80 ①5② .21帥るようになる 〉③
3.自分の可能性や限界を知ることができるようになる 3.79 .86 4.05 .82 3.97 .73 
4.活動後に自分のふるまいを客観的にふりかえることができ
4.10 .86 4.12 .77 3.86 .75 るようになる
5.親子の活動をするために必要な素材・環境を準備すること
3.93 1.03 4.36 .87 4.24 .83 ができるようになる
6.親子の状況に応じて素材・環境を見直すことができるよう
4.00 .93 4.24 .97 4.08 .83 になる
7.安全や清潔に配慮した環境を盤えることができるようにな
4.28 .84 4.46 .54 4.08 .64 ②3.~8③ ・る
8.保聾者と笑顔であいさつや受け答えができるようになる 4.62 .56 4.80 .41 4.43 .69 ②5.~③ * 
9.緊張せずに親子と一緒に遊びゃ活動を行うことができるよ 4.55 .63 4.58 .72 4.38 .72 うになる
10.保護者と子どもの成長を共に喜ぶことができるようになる 4.24 .83 4.20 1.00 3.54 1.10 J⑫.o~· ③ 
11.観察を遇して保聾者の人柄や考え方を理解できるようになる 3.82 .82 3.59 .98 3.03 .99 似6.奇~·③ 
12.保護者の抱えている謀題等を臨みとることがきるようになる 3.28 .84 3.19 .97 2.46 .96 似8~1” 〉③
13.子どもの発遣に関する知践が身につくようになる 4.24 .74 4.25 .68 3.43 1.07 a:1⑫2.S:@ 
14.子どもの興味や関心を観みとるカが身につくようになる 4.38 .73 4.40 .59 3.97 .83 Gゆ4.sg・③ 
15.活動をふりかえり、次に活かせる記録を作成することがで 3.83 .85 3.66 1.17 3.08 1.04 似4tr③ きるようになる
16.保護者の話をしっかり聞くことができるようになる 3.86 1.13 3.64 1.03 2.73 1.04 ①11②.7~” ③ 
17.保護者に行っている活動の目的や意図を脱明することがで
3.41 1.15 3.51 .97 2.92 1.02 ②3.~6③ ・きるようになる
18.保護者の考えや思いを尊重できるようになる 4.10 1.01 3.83 .91 3.03 .96 似11)~帥＠ 
19.保護者に子育てに閲する助宮ができるようになる 2.72 1.16 2.69 1.00 2.27 .84 
20.保護者に子育てに閲する情報を提供することができるよう
2.90 1.26 2.81 1.11 2.41 .98 になる
21.保護者に子どもとのかかわりの見本を示すことができるよ 2.97 1.18 3.34 1.04 2.73 1.19 ②3.~3③ ＊ うになる
22.スタッフ同士で協力して活動を行うことができるようになる 4.28 .88 4.62 .64 4.59 .55 
23.スタッフの聞でかかわり方や環境構成について相醗できる 4.07 1.07 4.41 .75 4.38 .72 ようになる
24.スタッフ聞でそれぞれの役割を担えるようになる 4.21 1.01 4.47 .84 4.54 .61 
25.保護者の笑顔や喜ぶ顔が見られることにやりがいを感じら
4.38 .73 4.62 .64 4.38 .79 れるようになる
26.保聾者と一緒に活動することにやりがいを感じられるよう 4.17 .71 4.24 .71 3.19 1.24 
~f* ③になる
27.課題を抱えている親子とかかわることにやりがいを感じら 3.52 1.06 3.44 1.13 2.54 .99 似9~；帥③ れるようになる
**p<.01 *p<.05 
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